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 [授業の概要・目的]
中国の現在の社会事情について書かれたやや長めの文章を、初級で学習した文法知識を用いて読解
し、中国語の文章の読解力向上を目指す。また、必要に応じて、文章中に登場する中国の現在の社
会事情についての理解を深めることも目的とする。

 [到達目標]
・初～中級レベルの文法を駆使してやや長い、まとまった内容の中国語の文章を読解し、作文する
ことができる。
・やや長い、まとまった内容の中国語の文章を正確に、滑らかに音読できる。
・中国の現在の社会事情についての理解を深める。

 [授業計画と内容]
第０１回　ガイダンス、初級文法の復習
第０２・０３回　第０９課　「ローテク、ハイテク、どちらも大事」
第０３・０４回　第１０課　「中国のめんの都は山西省か、陝西省か」
第０５・０６回　第１１課　「定年後のトレーニングに『年齢制限』？」
第０６・０７回　第１２課　「新技術が切り開く新世界」
第０８・０９回　第１３課　「消費財の買い替えを国が推進」
第０９・１０回　第１４課　「福建と台湾、今昔往来物語」
第１１・１２回　第１５課　「東京の中国人書店」
第１３回　予備日
第１４回　総復習
第１５回　期末試験
第１６回　フィードバック

※２課を終えるごとに小テスト（単語テスト）を行う。
※１課を終えるごとにその課の授業内容に関する課題を課す。
※原則、上記の予定で授業を進めるが、受講者の理解度・習熟度、文章の難易度などにより、適宜
進度を調整する。
※フィードバックの方法…課題、小テストは採点して、原則、次回授業時に返却し、必要に応じて
解説する。

 [履修要件]
「全学共通科目履修の手引き」を参照してください。
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 [成績評価の方法・観点]
小テスト…２０％
課題　　…２０％
期末試験…６０％

 [教科書]
三潴正道・陳祖バイ・古屋順子 『時事中国語の教科書　２０２５年度版　――新質生産力――』（
朝日出版社,2025年）
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
・予習…次回授業でやる教科書の範囲について、辞書で単語の意味を調べ、文を訳出できるように
しておく。ピンインを見て文をスムーズに発音できるようにしておく。
・復習…毎課ごとに、その課の授業内容に関する課題を課すので、それを行うと同時に、習得した
文法事項を正確に理解し、使いこなせるよう反復練習しておく。

 [その他（オフィスアワー等）]
・質問等は原則的に授業後に受け付ける。
・教員との連絡方法については、初回のガイダンス時に連絡する。


